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１．はじめに 

（１）背景と目的 

近年，日本の近代化を支えた産業施設は，産業遺産や近代化遺

産などの言葉とともに遺産としての認知が広まり，遺産保護のみ

ならずまちづくりや観光からも注目が集まっている 1)。産業遺産

は用途を終えた場合が多く，保護とともに活用が検討されている。

群馬県桐生市は，日本において繊維業の近代化に貢献した地域と

して知られている。市内にはノコギリ屋根が特徴的な織物工場（図

－1）をはじめとした産業施設が多くあり，1993年に始まったフ

ァッションタウン桐生事業では，ノコギリ屋根工場を地域の資源

としてまちづくりに活用することへの機運が高まった 4)。以降，

ノコギリ屋根工場は地域の遺産として見なされるようになり，保

存・活用事例が増えている。また，2012年に桐生新町（図－2黒

枠線内）が重要伝統的建造物群保存地区（以下「重伝建地区」）に

選定されたように，織物に関する歴史的町並みも現存している。

現在も稼働している（現役稼働）織物工場とともに，転用つまり

用途を変えて活用されている元織物工場など多様なノコギリ屋根

工場が市内に散在している 5)。しかし，桐生における観光は，市

の観光バスである MAYU の日本遺産周遊バスルート 6)にも象徴

されているように（図－2），桐生新町を中心とした限られた範囲

に集中している。 
近代化遺産の価値が，「モノの生産や加工を達成するためのシス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テムにあるのだろう。（中略）残された建造物はそういった生産シ

ステムの受け皿（覆屋）になったもので，その存在の意義やその

場所に立地する必然性，その形になった理由，造られ方などに意

味がある。」7)と言われるように，産業遺産を継承するためには，

地域の自然背景を活かした技術や人の営みの発展という，関連す

る多様な要素を網羅的に把握し，伝えることが求められる。産業

の継続とかつての産業の記憶を継承することは，地域の歴史を継

承することに繋がる。現役稼働には過去から継続して産業の系譜

を繋げる意義が，転用には廃業後の異なる用途を通じて産業が営

まれた場を外部に公開し，産業の記憶，つまり歴史を含めた地域

特性の継承という意義があると考える。また生産物の利用といっ

た，転用による現役稼働の支援も期待される。現在桐生では，市

マスコットキャラクター起用やノコギリ屋根をもつ公衆トイレ新

築など，ノコギリ屋根工場の屋根形態という一側面への着目が際

立っている（図－1）。事例が増えた今，転用を通じて何が継承で

きているのか改めて評価し，転用の在り方について検討すること

が求められる。 
桐生に関して，重伝建地区の調査 10)によりノコギリ屋根工場の

特徴が明らかにされ，またノコギリ屋根工場の現存状況 11),12)，活

用状況 13),14)，転用状況と個別事例における建築的な転用手法 15)

が明らかにされている。しかし，活用時に継承すべき要素につい

ては整理されていないため，転用がどのような保存・活用の役割

りを担うのかは論じられていない。また，歴史的建造物の転用時

の改修への評価に関する研究では，改修の社会背景から改修後に

導かれる付加価値までを含めた過程の分析 16)がされている。産業

施設や土木構造物のリノベーションに関する研究では，景観・空

間の価値について，見立てという観点から分析を行い，用途転用

の結果の景観・空間の価値を引き立たせるようなしかけの検討を

今後の課題としている 17)。遺産を継承する手段としても，転用に

よる活用が様々に展開する近年，改修に対する事例ごとの評価が

取り組まれている。しかし，産業という観点から見れば建物は一
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図－1 ノコギリ屋根工場への注目 

ノコギリ屋根工場 2)， 
ノコギリ屋根の採光面 3) 

桐生市マスコットキャラクター8)， 
ノコギリ屋根の公衆トイレ 9) 
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部に過ぎず，桐生のノコギリ屋根工場の転用に対しても，建物だ

けでない関連する様々な要素を加味する必要がある。だが，桐生

におけるノコギリ屋根工場の転用の評価について，これらの視野

を含めた上で直接学術的に扱ったものはみられない。また，桐生

市の形成過程と織物業の関連について，水力利用の観点からの研

究 18)では，都市と産業の発展を関連させる視座がもたらされた。 
本研究は，既往研究や調査結果から地場産業の特徴とその成立

要因を把握したうえで，地場産業およびその記憶の継承という観

点から転用事例を評価し，その在り方について新たな視点を与え

るものである。具体的には，桐生を対象に，織物産業の特徴をそ

の立地および敷地・建屋から整理した地域特性および地場産業の

継承の観点から，設定した評価項目において現状の産業遺産の転

用事例を評価し，現役稼働の分布状況を踏まえて，産業遺産の転

用による地域特性および地場産業の継承のあり方を検討した。 

（２）対象と方法 

 まず，桐生における織物産業の特徴とその形成過程および現役

稼働工場の状況を把握し，それらが発現しているか，地域（マク

ロ）・敷地（メソ）・建屋（ミクロ）の3スケール 19)において転用

の評価項目を設定した。次に，現在の桐生市域から新里・黒保根

地域を除いた範囲 20)を対象に，ノコギリ屋根工場の現役稼働およ

び転用事例の町丁目（エリア）ごとの分布を，GISを用いて地図

を作成し把握した。e－Stat から桐生市の町丁目の境界線，国土

数値情報ダウンロードサービスから水系と鉄道のデータを得てい

る。ノコギリ屋根工場数は，今後の転用の可能性を検討すること

を考え，桐生市による2004－2005年の調査で確認されたノコギ

リ屋根工場全リスト（272件）21)を用いた。転用事例については，

2013－2017年にかけて行った現地調査，桐生市の公式HP22)なら

びに文化財保護課へのヒアリング調査から得た25件（表－3）を

対象とし，ミクロの評価はその中で外部に公開を行う 12 件を対

象とした。 
 

２．桐生市の織物産業の特徴の整理と評価項目の設定 

（１）織物産業と地域形成の歴史 

桐生はまちの背後に日光連山や根本山系を抱え，それらから流

れる桐生川と渡良瀬川の開析によって形成された扇状地上に立地

している。近世以前から農業の合間に織物業が行われており，近

世初頭に市場町の桐生新町が建設され，山地と平野部の連結点と

して段階的に発達し，織物産業も技術面にて発展を遂げていく。

近世に当時織物業の先駆者であった西陣から導入した高機による

紋織技術の普及と，紋織の模様を定める空引き装置が近代に入り

機械式のジャガード装置に取って代わられたことにより，織物業

が地域の産業として知られるようになっていく 23)。さらに先染め

糸を用いた紋織技術の導入といった技術面の更なる発展から御召

という高級絹織物が生産され 24)，隆盛期であった寛政から天保前

半には「西の西陣，東の桐生」と評価されるに至った。豊かな水

資源を利用した八丁撚糸機の開発など，水力で稼働させることに

より撚糸業も発達し，先染織物を可能とした。繊維業において各

工程にて重層的に桐生地域は発達し，関東地方における織物をけ

ん引した地域と言える。特に桐生川から取水する大堰用水のエリ

アは御召の生産に特化し，渡良瀬川から取水する赤岩用水エリア

は大量生産に対応していた 25)。水車は織物製造の準備工程である 
 

 

 

 

 

 

 

糸繰・撚糸や染色などに利用されていたが 26)，やがて電力による

機械の運用がすすみ，昭和8年に最後の水車風景が写真に撮られ

たのを最後に姿を消し 27)，そして水路も役目を終えていった。製

織工程では，ジャガードを織機の上に設置するため天井高が必要

であり，妻屋根よりも効率よく高さが確保でき，かつ採光も可能

なノコギリ屋根の形態が採用された。明治 23（1890）年には桐

生で最初のノコギリ屋根工場が 28)，そしてその後次々とノコギリ

屋根工場は建設されていった。繁栄具合は昭和の流行語である「ガ

チャマン」にも表れており，これは織機の稼働する際の「ガチャ

ガチャ」という音の一織分「ガチャ」につき一万円という揶揄で

ある。当時は桐生の至る所から織機の稼働音が鳴り響いており，

現在も現役稼働工場へ訪れるとその音を聞くことができる。 
しかし戦後から織物産業は需要の減少や海外への工場移転，機

械金属工業への基幹産業の移行も相まり縮小していった。ノコギ

リ屋根工場も1989年から2003年にかけて305棟から268棟29)，

2017 年には 207 棟に減少している。しかし，今なお生産が続け

られており，織物業は桐生の地場産業と言える。 
（２）ノコギリ屋根織物工場の特徴と継承のための評価項目設定 

 地域特性および織物産業を継承するためにどのような要素を発

現させるべきか，桐生における地域特性ならびに織物産業の特徴

に基づいて評価項目を３つの視点から整理し設定した（表－1）。 
１）マクロからみた特徴と評価項目 
地域全体から俯瞰し，ノコギリ屋根工場に関する要素を地域史

と現役稼働の工場分布から見た。町丁目ごとのノコギリ屋根工場

の分布状況を把握するため，地域全域を網羅している 2005 年の

「ノコギリ屋根工場全リスト」272 件から所在地データのある

268件（消失30件，活用なし57件，現役稼働66件，転用事例

115件），2017年の調査結果から転用事例25件を町丁目（エリア）

ごとに計上し（表－2），工場全体数・現役稼働工場数・元工場の

活用なし件数の分布をみた（図－2）。現役稼働の工場は，桐生川

と渡良瀬川に隣接したエリア（W6, W7）や桐生川と桐生新町の

間（E1），渡良瀬川に隣接したエリア（X4, Y5）に多く存在して

いる。最も多く存在しているエリアはX5とE5，Y5であり，水

系と織物市場の絹市（B1）による影響が見受けられる。しかし，

前述のとおり，織物産業の準備工程である糸繰り・撚糸や染色に

水を利用し，撚糸においては水車を動力として用いていたこと，

用水路網が広がっていたことを踏まえると，水資源と工場立地の

関係が強いと思われる。しかし，現在大半の用水路が埋め立てや

暗渠化によって姿を消している 30)。転用事例を通して工場の立地

環境を継承するための要素に水資源が含まれることを踏まえ，用

水路の取水源であり現在も視認できる桐生川や渡良瀬川と工場立

地の関係を重視し，転用事例の位置するエリアが河川に接するか

否かを評価基準として設定する。 
２）メソからみた特徴と評価項目 
桐生における織物工場の従来の敷地内配置図（図－3）では，

ノコギリ屋根工場のみでなく，準備工程の染糸を行う窯場，用具

等を収納する倉庫，労働者の住む主屋や寄宿舎そして奥座敷とい

った生活施設，給水塔や井戸のインフラ施設が見られる。職住一

体となった敷地であり，桐生の織物産業の特徴であった家内制工

業が，敷地に現われている。 
工場として稼働している時には，施設は人と生産物の動線に基 
 

 

 

 

 

 

 

表－1 ３つの視点と評価項目 

具体内容 評価項目 現状評価の基準

地域史 マクロ 地形と産業の発展の関係 水系とノコギリ屋根工場の立地の関係 河川に隣接するエリア/しないエリア

メソ 敷地の利用の仕方 敷地内に工場・住居・倉庫を有するか 3施設を持つ/持たない、3施設を関連させて利用している/していない

工場内の空間の利用の仕方 ノコギリ屋根工場の空間の利用の仕方 一層空間を平面・断面的に持つ/持たない

生産物と来訪者 生産物を目にしたり使用する機会があるか 生産物を活用している/していない
ミクロ

産業

視点
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図－2 町丁目別に確認されたノコギリ屋根の分布と転用事例 図－3 織物工場の敷地の使い方 

No.3 

No.12 

現役稼働31)：織物工場，釜場，住宅，倉庫を有

する。 

建設時の織機の配置34) 

図－4 元来のノコギリ屋根工場内の使い方と 

別工場で公開している稼働中の織機 

転用No.332)：織物工場，住宅，倉庫を有する。かつ

て寄宿舎があったが，消失し駐車場となっている。 

住宅は商業用途へ転用されている。 

No.13 

転用No.12, No.1333)：織物工場のみ残存。かつて住

宅があった裏手は駐車場となっている。 

大堰用水 
エリア 

赤岩用水 
エリア 

別工場における稼働中

の織機とジャガード35) 

表－2 町丁目別ノコギリ屋根工場数 
B G I L P

1 2 3 1 1 2 1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 3 4 5 1 1 1 1 2 1

1 2 1 1 2 3 1 1 1 1

1 1 1 4 6 3 2 1 1 2

1 1 2 3 4 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1

2005年調査時 2 2 1 5 1 4 1 1 1 3 5 2 3 2 2 4 4 2 2 2 4 1

2017年調査時 2 2 2 2 1 2 2 1 1 2 1 1

3 2 3 5 2 8 5 1 1 9 9 6 13 5 2 4 6 6 2 3 2 2 1 1 3 5 2 1

消失

活用なし

現役稼働

転用

総計（2005年）

丁目

J K M OA C D E FAreaID

S U

1 2 3 1 1 2 3 1 1 2 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 5 1 2 3 2 4

2 4 1 1 3 1 1 2 1 30

2 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 2 7 1 1 1 1 6 1 57

1 2 1 1 3 2 2 3 4 4 1 1 1 3 4 1 3 5 1 1 66

1 2 1 3 7 2 1 1 3 5 1 1 1 2 6 2 1 3 3 6 2 4 2 1 115

1 1 2 1 1 25

2 1 3 5 7 5 11 1 2 3 5 1 1 3 1 6 2 3 1 5 17 7 2 6 6 13 3 11 2 1 2 268

Y Z a
総計

R T V W XQ
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工場 住居 倉庫 平面 断面

1 B1 × ● 教室 〇 〇 × × 〇 × ○

2 B1 × ▲ 倉庫 〇 〇 - - - - ○

3 C1 桐生川 ● 商業 商業 〇 × △,× 〇 × ○

4 C1 桐生川 ▲ 倉庫 × × - - - - -

5 C2 桐生川 ▲ アトリエ × × - - - - -

6 C2 桐生川 ▲ 倉庫 〇 〇 - - - - -

7 E1 × ● 美容室 × × - × × × -

8 E1 × ● 商業 × × - × × × -

9 E2 桐生川 ▲ 住宅 × × - - - - -

10 E4 × ● 博物館（織物） 〇 〇 × 〇 〇 〇 ○

11 E4 × ● 博物館（織物） 〇 〇 × 〇 〇 〇 ○

12 E5 桐生川 ● 商業 × × - △,× 〇 × -

13 E5 桐生川 ● 商業 × × - △,× 〇 × -

14 E7 桐生川 ● 商業 × × - △,× 〇 × -

15 F4 桐生川 ■ 工場(織物関連) 〇 〇 - - - - -

16 G1 × ▲ 駐車場 〇 〇 - - - - -

17 G1 × ▲ 倉庫 〇 × - - - - -

18 J1 × ▲ 幼稚園 × × - - - - -

19 P1 × ● 美容室 商業 〇 × 〇 〇 × ○

20 V2 渡良瀬川 ■ 工場(織物関連) 〇 〇 - - - - -

21 W5 桐生川 ● 教室 × × - × × × -

22 X6 渡良瀬川 ● 博物館 × × - × 〇 × ○

23 X6 渡良瀬川 ■ 工場(織物関連) 〇 〇 - - - - -

24 X7 渡良瀬川 ▲ 工場(織物以外) 〇 〇 - - - - -

25 Y5 渡良瀬川 ■ 工場(織物関連) 〇 〇 - - - - -

No.

メソ ミクロ
国登録

文化財
立地

エリア
隣接河川

公開の

有無

施設の残存と転用時の用途 施設間

の関連

マクロ

一層空間 生産物

の活用

凡例
●：公開

▲,■：

非公開

〇：国登

録文化財

河川名

×：なし

〇：敷地内に有する、×：有さない

施設を有し転用している場合は用途

○：あり

×：なし

〇：残存

△：法規定によ

  る消失

×：消失

〇：あり

×：なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

づいて効率的に配置されており，生産物および人が施設をつなぐ

要素であったと言える。これらの複数施設が，生活および産業工

程でつながっていたことは，桐生における産業遺産の特徴と言え

る。 
転用時の敷地内の使い方をみると，No.3の場合，敷地内にかつ

てあった寄宿舎がなくなり駐車場になっているが，工場や事務所

や住居，倉庫が現存しており，国登録有形文化財に登録されてい

る。No.12,  No.13 の敷地内では，かつてあった住居や倉庫は消

失し，駐車場として現在は使用されている。 
以上の特徴を踏まえ，工場・住居・倉庫の3施設を織物工場施

設群の核とみなし，転用事例においてこれらを敷地内に有するか

否か，さらに3つ有し外部に公開している転用事例（公開転用事

例）においては，各施設の使い方がそれぞれ関連しているか否か

を評価基準として設定する。 
３）ミクロからみた特徴と評価項目 
 ノコギリ屋根工場建屋の内部空間利用に着目する。工場建築時

の織機の配置を平面図・断面図で示した（図－4）。建築時の断面

図から，ノコギリ屋根の形態が，織機の上にジャガード機を置く

ために高い天井と採光の確保を意図したものであるとわかる。ま

た建築時の平面図では柱以外の壁などは現れず，内部に何もない

一層空間に織機とジャガードを設置する架構が柱間に配置されて

いたことが読み取れる。つまり本来の桐生におけるノコギリ屋根

工場は，織機とジャガード機を配置するために必要な条件から決

定された一層空間ならびにノコギリ屋根であった。 
また転用事例（表－3中No.3，No.12）の場合の工場空間の利

用を平面図にて示した（図－5）。転用事例における空間の利用に

は，平面的・断面的に空間が分節されている場合があることがあ

った。平面的な分節は，法律の規定を遵守したものと，所有者の

意図によるものが確認された。法規定の遵守による改修としては，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全性を確保するための耐震補強（建築基準法）や，飲食用途の

場合は厨房を区切ること（食品衛生法），トイレを有すること（食

品衛生法），が挙げられる。断面的な分節について，ノコギリ屋根

は雨漏りしやすいため，雨漏り防止のために天井を張られる場合

がある。また，冷暖房についても課題としてあげられる。夏は暑

く冬は寒いため，天井を張り，埋め込みエアコンを設置している

事例があった。また，囲炉裏を有する商業施設では，消防法に適

合するよう囲炉裏上部に不燃材のフードを設置していたが，天井

は張らずに屋根に火災感知器を設置することで，屋根空間を保持

していた。これら一層空間の現状について，残存・消失・法規定

の遵守による消失に分けられる。 
また桐生の生産物の特徴として，和装に限らず洋装やレース製

品，のれんなど織物全般を扱っている点が挙げられ 40)，生産物の

使用が様々な事業において可能であると考えられる。転用事例に

おいて織物を見たり使用する機会があるか否か，地場産業を継続

させるうえで重要と考える。 
以上の特徴を踏まえ，断面的・平面的に一層空間を有している

か否か，転用事例において生産物を見たり使用する機会があるか

否かを評価基準として設定する。 

 

転用時（No.3）36) 

図－5 転用されたノコギリ屋根工場内の 
使い方と改修の内容 

転用時（No.12）38) 

A.飲食用途の場合，厨房は食品衛生法により分節が必要なため， 
厨房を区切っている。 

B.耐震補強の鉄骨フレームが設置された。 
C.訪問者の動線を区切るガラス壁が設置された。 

A 

B 

C 

A 

A. 古民家風という所有者の意向により， 
囲炉裏や間仕切り壁が設置された。消防 
法により，囲炉裏上部には煙を受ける不 
燃材のフードが設置されているが，天井 
は張らずに火災感知器を設置している。 

表－3 転用事例の現況評価 

↑の方向の内観37) 

↑の方向の内観39) 

表－4 転用事例の現状評価のまとめ 

河川に

隣接

桐生

川

渡良

瀬川
3施設

施設間

の関連

一層

空間

生産物

の活用

25 15 10 5 13 - - - 7 - - -

12 6 5 1 5 0 3 2 1 0 0 0

商業
(飲食・販売・美容室)

7 4 4 0 2 0 1 0 1 0 0 0

展示

(博物館・教室)
5 2 1 1 3 0 2 2 0 0 0 0

13 9 5 4 8 - - - 6 - - -

工場 5 5 1 4 5 - - - 5 - - -

倉庫・駐車場 5 2 2 0 3 - - - 1 - - -

その他 3 2 2 0 0 - - - 0 - - -

マクロ

＋

ミクロ

メソ

＋

ミクロ

マクロ

＋メソ

＋ミクロ
件数

マクロ メソ ミクロ マクロ

＋

メソ

公開あり

公開なし

転用全体

転用事例の

用途別評価
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３．地場産業の継承からみた転用の現状と評価 

（１）マクロからの評価 

転用事例25件のうち，15件が河川に隣接したエリア（うち桐 
生川 10 件，渡良瀬川 5 件），10 件が隣接していないエリアに位

置していた。公開転用事例 12 件に限ると，河川に隣接するエリ

アに6件（桐生川5件，渡良瀬川1件），隣接していないエリア 
に6件あった。桐生新町に近い桐生川に接するエリアでは，転用

事例は多く，公開転用事例と外部に公開していない転用事例（非

公開転用事例）は同数であった。 
一方，河川隣接エリア以外では，桐生新町及び桐生新町と桐生 

川の中間エリアに，公開転用事例が集中していた。 
（２）メソからの評価 

敷地内に工場・住居・倉庫の 3 施設があるか否かを表－3，表

－4 でみると，工場＋住居＋倉庫の事例は 13 件（52％）確認さ

れ，うち工場への転用以外の事例はすべて国登録文化財であった。

13件中5件は公開転用事例（商業2，展示3）であった。工場へ

の転用では5件すべてにおいて3施設全て残っている一方，商業

への転用では7件中5件で工場以外の施設が消失していた。3施

設が残っている公開転用事例5件のうち，織物に関する博物館以

外への転用事例は 3 件あったが，3 施設が残っていても，教室へ

の転用では公開が工場内に限られていた（表－3 中 No.1）。そし

て商業への転用では，工場と住居が異なる飲食店に転用されてい

る場合（表－3 中 No.3），工場が美容室に，住宅が飲食店に転用

され，更に広大な敷地が駐車場や新築の住宅により分断されてい

る場合（表－3 中 No.19）があった。No.19 は同一敷地内の織物

工場を構成する工場・住宅・倉庫の3施設が国登録有形文化財に

登録されている。博物館への転用では展示の動線と工場内の生産

の順番が逆である（表－3中No.10, No.11）など，敷地内に3つ

の施設が残存していても，施設同士が関連付けて外部に公開し転

用されている事例はみられなかった。 
用途地域をみると，外部公開事例12件中9件が準工業地域，1

件（表－3中No.19）商業地域，2件（表－3中No.21, No.22）
が第一種住居地域にあった。 
登録有形文化財と敷地内の施設数をみると，工場が登録有形文

化財である７件中6件において，同一敷地に住居や倉庫の施設を

有していた。なお，ノコギリ屋根工場登録後に住宅や倉庫が登録

された（登録時期が異なる）物件（3件）と，同時に工場・倉庫・

住宅が登録された物件（3 件）があった。工場の登録後に住宅が

登録された場合（表－3中No.3）の登録時の特徴に関する記述で

は，「桐生らしい織物工場を併設していた住宅全体の保存を図る。」
41)とあり，さらに住宅も転用され商業利用されており，敷地内に

工場や住宅・倉庫を有することを保存・活用する意図が見える。 
しかし，3施設の関連性をみると（表－3），転用の工場・住居・

倉庫の施設間の関連はどの事例にも見られず，従来の工場施設が

有していた特徴が失われていた。 
（３）ミクロからの評価 

公開転用事例12件にて，ノコギリ屋根工場の一層空間を平面・

断面で有するか，生産物を活用しているかをみた（表－3，表－4）。 
かつては織機が連立していた一層空間に，間仕切壁が追加され

るなどして水平方向に目線が通らなくなっている事例が 9 件

（75％），天井を張るなどしてノコギリ屋根の高さや採光を保有

していない事例が3件（25％）あった。転用に際した用途上必須

の改修や所有者の意向による改修を経た結果，平面的かつ断面的

な一層空間の継承は3件（25％）にとどまり，9件（75％）では

一層空間が失われていた。法規定の遵守のみから一層空間が消失

した事例は確認されず，法規定の遵守による分節と所有者の意向

による分節の両方の理由により一層空間が消失していた場合が 9
件中4件，所有者の意向による消失が9件中5件であった。No.3

は，登録有形文化財へ登録後の転用と改修であり，文化財である

ことを意識した改修であった。その結果，耐震補強として鉄骨フ

レームが設置され，また厨房は間仕切り壁にて区切られている。

利用上の空間の分節として，訪問者の動線を区切るために間仕切

り壁を設置しているが，ガラスを選択することにより，目線が通

るよう工夫されている。No.12では，古民家風にしたいという所

有者の意向により，囲炉裏の設置や間仕切り壁の追加があった。

囲炉裏上部は不燃材のフードを設けているが，天井は張らず，所

有者が購入の決め手と語る屋根からの採光を重視していた。ノコ

ギリ屋根工場は雨漏りしやすい構造であり維持する際の課題とし

てあげられ，そのため天井を張ることがある。天井を張ることに

より，冷暖房においても効率的にきかせたり，埋め込み式の冷暖

房を設置することが可能となる。一方で，天井を張らずに床置式

の冷暖房を設置している事例も確認された。このように，一層空

間は法規定の遵守による分節と，使い方や所有者の意向による分

節があった。 
また生産物を工場内で利用する事例は，織物に関する博物館へ

の転用事例2件を除いてなかった。 
 

４．まとめ 

ノコギリ屋根工場の転用 25 件を，桐生の地域特性と地場産業

の継承という観点から評価するために，継承すべき特徴をマク

ロ・メソ・ミクロの３つの視点から整理し評価を行った。 
マクロ観点では，工場立地と水資源との歴史的な関連性に注目

し，用水路等が姿を消していることを鑑み，現存する河川との近

接性を評価項目として評価を行った。 
その結果，桐生川に隣接したエリアに公開転用事例は6件ある

ものの，そのほとんど（5 件）は敷地内に工場しか残っていなか

った。逆に，工場に転用されている事例は，河川に隣接し敷地内

に工場以外の施設も残っていた。一方，重伝建地区の桐生新町お

よび桐生新町と桐生川の中間に位置し，かつ河川隣接でないエリ

ア（B1, E1, E4）では，公開転用事例5件中3件に工場以外の施

設が残存しており，工場立地の背景である河川との関係よりも，

桐生新町に位置する市場との繋がりが強調されてしまう恐れがあ

る。 
現在桐生における観光は，ノコギリ屋根工場も大きく取り上げ

られているが，桐生新町に集中している。現役稼働は河川隣接エ

リアに多く，現役稼働や転用事例を巡り桐生新町に抜けるよう誘

導することにより，工場の立地背景を通して河川と地域の関係を

知ることが可能になると考える。 
メソ観点からの整理により，敷地内に工場・住居・倉庫の織物

工場の核となる施設を有するか否かを評価項目として設定し，現

況の転用事例を評価した。 
その結果，敷地内に工場・住居・倉庫の3つの施設を有してい

る場合でも，施設間の連携はとれていなかった。産業工程という

施設間の関係性と桐生の特徴を示す一連の施設の保持に対する評

価およびその喚起手段として，登録文化財制度も挙げられる。ノ

コギリ屋根工場を登録した後に住宅や倉庫が登録される事例3件
あることを踏まえても，工場のみでなく工場施設としての価値の

見出し方が転用事例に対しても広まっていると考えられるが，転

用時の敷地の使い方にまでは至っていない。施設の保有だけでな

くその産業工程をもとにした関連性を踏まえた敷地計画について

も，規範を示す必要がある。 
ミクロ観点からの整理により，評価項目はノコギリ屋根工場元

来の空間の特徴である，平面的・断面的な一層空間の保持，そし

て生産物の利用の有無を評価項目とした。 
その結果，多様な新たな用途で元工場を活用している一方で，

公開転用事例のほとんどにおいて，平面的かつ断面的に一層空間
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は保持されず，生産物を利用していなかった。今後はノコギリ屋

根の外観だけでなく，工場内部の利用方法から現れた空間的特徴

である一層空間を，転用空間における付加価値として捉え，平面・

断面設計に活かす観点が求められる。また，転用時に桐生の生産

物である多種多様な織物を利用するという，いわば織物の地産地

消は，生産物を介して織物産業を伝えるだけでなく，産業需要を

支える面においても効果的と考えられる。 
実際の転用事例は，立地条件に伴い用途地域といった都市計画

法，建屋には前述した建築基準法，食品衛生法，消防法，バリア

フリー新法といった法による規定の影響を受ける。実際の転用に

おいては，そうした規定を遵守する必要があり，本論文で設定し

たマクロ・メソ・ミクロの3つの観点からの評価項目では対応で

きないこともあるといえる。しかし，地域特性や地場産業の継承

を踏まえた転用のためには，工場の外観だけでなく，立地，敷地

内施設とその産業工程，空間と生産物，の3つの視点を備えるこ

とが重要であり，これらを踏まえて現役稼働と転用の両者を合わ

せ，桐生の地域特性と特徴を織物産業とともに継承していく必要

性がある。 
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